
さらに一定の

実務経験後

実務3年程度 介護福祉士

第5回 (10月 12日 )今後の介護人材養成の在り方に関する検討会 1 資料3

今後の介護人材養成体系のイメージ

(注 )働きながらステップアップをしていく場合のイメージである。

【求められる介護福祉士像】
1.尊厳を支えるケアの実践
2.現場で必要とされる実践的能力

3.自立支援を重視し、これからの介護ニーズ、政策に
も対応できる

4.施設・地域 (在宅)を通じた汎用性ある能力
5.心理的・社会的支援の重視
6.予防からリハビリテーション、看取りまで、利用者の

状態の変化に対応できる
7.多職種協働によるチームケア
8.一人でも基本的な対応ができる
9.「個別ケア」の実践
¬O.利用者・家族、チームに対するコミュニケーション

能力や的確な記録・記述力
11.関連領域の基本的な理解
12.高い倫理性の保持

従事者が働きながらス

テップアップができるよ
う、研修体系を整理

ホームヘルパー2級等
○在宅・施設で働く上で必要となる基本的な知識・技
術を習得し、指示を受けながら、介護業務を実践就業時



区分 科  目 時間数 備  考

講

義

老人保健福祉に係る制度及びサービスに関する講義 10時間 演習を行う。

障害者福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する講
義

7時間 演習を行う。

社会保障制度に関する講義 3時間

介護技術に関する講義 28時間 事例の検討に関する講義は4時間以上

主任訪間介護員が行う他の保健医療サービス又は福祉サービスを提

供する者との連携等に関する講義
20時間 事例の検討に関する講義を行う。

医学等の関連する領域の基礎的な知識に関する講義 16時間

演

習

居宅介護支援に関する演習 6時間

介護技術に関する演習 30時間

処遇が困難な事例に関する演習 20時間

福祉用具の操作法に関する演習 6時間

実

習

介護実習 76時間

認知症の症状を呈する老人等に対する介護実習、主任訪問介護員
が行う他の保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との進

携等に関する実習、老人デイサービスの業務に関する実習、訪問看

護に関する実習及び地域包括支援センター又は老人介護支援セン

ターの業務に関する実習並びに実習終了後の事例報告の検討を行
う。 _

福祉事務所、保健所等の老人保健福祉に係る公的機関の見学 8時間

△
ロ 計 230時間

訪間介護員 (ホームヘルバー)1級研修課程

2
※講義 (84時間)うち72時間までは通信により受講可能



区分 科  目 時間数 備  考

講

義

社会福祉の基本的な理念及び福祉サービスを提供する際の基本的な
考え方に関する講義

6時間

老人保健福祉及び障害者福祉に係る制度及びサービス並びに社会保
障制度に関する講義

6時間

訪間介護に関する講義 5時間 訪間介護員の職業倫理に関する講義は2時間以上

老人及び障害者の疾病、障害等に関する講義 14時間

介護技術に関する講義 11時間 事例の検討に関する講義は4時間以上

家事援助の方法に関する講義 4時間

相談援助に関する講義 4時間

医学等の関連する領域の基礎的な知識に関する講義 8時間

演

習

福祉サービスを提供する際の基本的な態度に関する演習 4時間

介護技術に関する演習 30時間

訪問介護計画の作成等に関する演習 5時間

レクリエーションに関する演習 3時間

実

習

介護実習 24時間
特別養護老人ホーム等における介護実習及び訪間介護に関する実
習を行う。

老人デイサービスセンター等のサTビス提供現場の見学 6時間

合   計 130時間

介 肇 員 (ホームヘルバT)2級 研修課程訪間 ニ

『ヨ

ロ
「
ノ

3
※講義 (58時間)のうち52時間までは通信により受講可能



研修の目的・欄要

○ 目的

介護職員基礎研修は、介護職員として介護サービスに従事し

ようとする者を対象とした基礎的な職業教育として、対人理解

や対人援助の基本的な視点と理念、専門的な職業人として職務

にあたる上での基本姿勢、基礎的な知識・技術等を修得させる

とともに、介護職員については将来的には、任用資格は介護福

祉士を基本とすべきであることを踏まえて、より専門的な知

識・技術を修得するための機会とすることを目的とする。

○ 実施主体

介護職員基礎研修の実施主体は、都道府県知事又は都道府県

知事の指定した者とする。

○ 対象者

介護福祉士資格を所持しない者で、今後介護職員として従事

しようとする者若しくは現任の介護職員とする。

○ 研修科目及び研修E寺間数等

別表の通り

○ その他
・ 平成 18年度に創設
・ 訪問介護員養成研修修了者については、受講科目を一部免

除。      ヽ

・ 各科目ごとに研修機関が修得度を評価。
・ 研修事業者が教育体制 (講師、設備等)等の情報項目を開

・ 認知症高齢者へのケアや医療・看護との連携等に関する内

容を充実。
・ 講義と演習を一体的に実施。

<500時 間>

り実施可能

基礎理解こその展開 (360時間 )

一講義・演習を一体的に実施一

1 生活支援の理念と介護
における尊厳の理解 (30H)

2.老人、障害者等が活用
する制度及びサービスの理
角旱(30H)

3.老人、障害者等の疾病、
障害等に関する理解 (30H)

4.認知症の理解 (30H)

5 介護におけるコミュニケーショ
ンと介護技術 (90H)

6 生活支援と家事援助技
術 (30H)

7.医療及び看護を提供す
る者との連携 (30H)

8.介護における社会福祉
援助技術 (30H)

9 生活支援のためのアセ
スメントと計画 (30H)

10.介護職員の倫理 と職務
(30H)

実習 (:40時間 )

指定研修事業者数
研修1多了者数

従事者数

284事業者 (平成21年 10月 1日 llg在 )

6,453人 (平成21年 3月 31日現在)

2,317人 (平成 19年 10月 1日現在)4

※



訪問介議員養成研修課程修7者が介護職員基礎研修|の通信課程を受講する場合のカリキユラ
ー
ム1■ |■

[1実務経験が1年以上の訪間介護員養成研修2級課程修了者  〕

〔
2実務経験1年未満の訪間介護員養成研修2級課程修了者  〕

科 目 通信時間 総時間

1.生活支援の理念と介護における尊厳の理解
15時間 30時間

8.介護における社会福祉援助技術

4.認知症の理解 15時間 30時間

5.介護におけるコミュニケーションと介護技術 10時間 30時間

7.医療及び看護を提供する者との連携 15時間 30時間

9.生活支援のためのアセスメントと計画 15時間 30時間

合 計 70時間 150時間

1.生活支援の理念と介護における尊厳の理解
15時間 30時間

8.介護における社会福祉援助技術

4.認知症の理解 15時間 30時間

5.介護におけるコミュニケーションと介護技術 30時間 90時間

フ.医療及び看護を提供する者との連携 15時間 30時間

9.生活支援のためのアセスメントと計画 15時間 30時間

合 計 90時間 210時間

5



〔
3実務経験1年以|の訪問↑護員養成T修 1級課程修了者  〕

科 目 通信時間 総時間

¬.生活支援の理念と介護における尊厳の理解
15時間 30時間

8.介護における社会福祉援助技術

フ.医療及び看護を提供する者との連携 15時間 30時間

合 計 30時間 60時間

〔
4.「その他の者」(実務経験1年以上)  

〕

1.生活支援の理念と介護における尊厳の理解 15時間 30時間

2.老人、障害者等が活用する制度及びサービスの理解 15時間 30時間

3.老人、障害者等の疾病、障害等に対する理解 15時間 30時間

4.認知症の理解 15時間 30時間

5.介護におけるコミュニケーションと介護技術 10時間 30時間

6.生活支援と家事援助技術 15時間 30時間

7.医療及び看護を提供する者との連携 15時間 30時間

8.介護における社会福祉援助技術 15時間 30時間

9.生活支援のためのアセスメントと計画 15時間 30時間

10.介護職員の倫理と職務 15時間 30時間

合 計 145時間 300時間

6



訪間介護員養成研修2級課程 (130時間)と介護職員基礎研修 (50o時間〉のカリキユラム比較■■ ‐■‐

介護職員基礎研修は、ベルパー2級研修のカリキュラムと比較 して、認矢0症の理解や医療・看護の連携といつた科目を倉」設 し、
介護技術に関する科目について大幅に時FB3数を伸ばしている。

「
口・・・■:f:[:日 :T[:I[■■■.1■1 _:l・・・1・・・

=

7

1.講 義 (58H) 基礎理解とその展開 (360時間)
一講義・演習を一体的に実施―

H・:樹支援あ
日
連蒼苫芥護Iお iザる葦驚撻

4.言忍矢ロリ庄σ)]塁角翠(30H)

5.介護におけるコミュニケーションと介護技術

(90H)

7.医 療 及 び看 護 を提

(30H)

8.介 護 に お |

9.生 活 支 援 の た め の アセ スメントと

社会福祉の基本的な理念及び福祉サービスを
提供する際の基本的な考え方に関する講義 (6H)

老人保健福祉及び障害者福祉に係る制度及びサービ
ス並びに社会保障制度に関する講義 (6H)

2.老 人 、障 害 者 等 が活 用す る制 度 及び

サービスの理解(30H)
訪問介護に関する講義 (5H)

老人及び障害者の疾病、障害等に関する講義
(14H) 3.老人、障害者等の

関する理解(30H)
介護技術に関する講義 (1lH)

家事援助の方法に関する講義 (4H)

相談援助に関する講義 (4H)

医学等の関連する領域の基礎的な知識に関する
講義 (8H)

2 演習 (42H)

福祉サービスを提供する際の基本的な態度に
関する演習 (4H)

介護技術に関する演習 (30H)

訪問介護計画の作成等に関する演習 (5H)

レクリエーションに関する演習 (3H)

3 実習 (30H) の倫理と職務(30H)

介護実習 (注)(24H)

老人デイサービスセンター等のサービス提供現場の

見学 (6H) 実習 (140時間 )

: 実務1年以上
:筆称碕Q争  =分

の :




